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ABSTRACT
At our university, we began a rubric-based assessment of adult nursing practice (chronic
illness and conditions) in 2014. In this paper, we have reported the educational impact of
rubric-based assessment in the present training obtained from a two-year trial of the said
assessment, along with future challenges. The objective of introducing the rubric-based
assessment in this training was to motivate students to learn proactively, and to secure
consistency and fairness in the assessment. In the first year, the rubric-based assessment was
prepared and tested with respect to evaluation of teaching staff, and in the second year, it was
used by students for self-evaluation and to evaluate the teaching staff.
Results of this trial showed that with rubric-based assessment, clarifying the level of
training for goal achievement required by students led them to actively engage with the study
subjects. On the other hand, the advantage for the teaching staff was that, by analyzing the
results of the rubric-based assessment, areas in teaching plan that needed improvement could
be identified.
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体の 56％から 58.3％に増加している。A 評価の
学生は 1年目、2年目とも、全体の 38％で横ばい
であった。
Ⅴ．考 察
以上のことから、ルーブリック評価活用の教育
的効果として、学習過程における自己の目標到達
度の可視化や未到達の課題の明確化が可能となる
ツールとして活用できること、アクティブ・ラー
ニングのツールとしての効果がみられることがわ
かった。また、教員側のメリットとしては、ルー
ブリック評価の結果から教育計画の改善点が見い
だせたことが挙げられる。以下、これらについて
考察する。
１．到達度を客観視／可視化するためのツールと
しての効果
実習前のオリエンテーションにおいて、学生に
配布・説明した際には、自己評価表の単なるガイ
ドとしての受け止めであったが、実習開始後は、
学生が評価表を使用しながら、自己の到達度を確
認する様子がみられた。
学生の看護実践や記録の到達度に対し、ルーブ
リック評価表で、ある程度明確な指標が提示され
ることによって、学生が取り組むべき課題が見え
やすいことが学習活動の促進につながったと考え
られる。ここから、ルーブリック評価表導入と記
録のスピードと充実度があがった要因を考えるこ
とができる。ひとつはルーブリック評価表を参照
すると、患者理解のために着目する情報やアセス
メントがわかるようになっている点である。そし
て、「○○について説明できる」という評価規準に
対する評価基準では、記録様式との関連を示し「○
○について関連図を用いて説明することができ
る」「○○について、△△を含めて全体像を説明で
きる」等の表記が具体的な学習課題を明確にして
いる。そのため、それらの学習課題への成果が記
録内容に反映され、内容が充実したものとなった
と考えられる。他方、学生は学内講義で実習記録
を使用した演習を繰り返し行っており、そのよう
な過程で段階的に思考力を向上させてきた可能性
も大きい。学内講義の教育効果との関連について
は、今後、経年的に検討していく必要がある。
実習終了日の教員との個人面談では、実習全体
について、ほとんどの学生がルーブリック評価表
を用いて客観的かつ詳細に到達度を自己評価する
ことができていた。一方で、自己の実践の客観視
山田香，他：成人看護学実習（慢性期）におけるルーブリック評価の作成と試用
― 49 ―
が困難な学生は自己評価が高い傾向がみられた。
これは、ルーブリック評価表の言葉の抽象度が高
いことで拡大解釈が可能となり、表面的な事象の
みを捉えて、本人なりの解釈では到達したと理解
される危険性も示した。これらのことから、今後
は、学生が理解しやすい基準の表現を検討してい
く必要があると考える。
２．アクティブ･ラーニングのツールとしての効果
1）ポートフォリオとの関連
ルーブリック評価表のアクティブ・ラーニング
のツールとしての効果を考察するうえで、ポート
フォリオとの関連に着目したい。
本実習で使用しているポートフォリオでは、そ
の日の実習のまとめと翌日の実習目標を設定して
いる。学生が実習時間の終わりにポートフォリオ
を記入する際、ルーブリック評価表の基準をみな
がら翌日の目標をたてるなどの行動がみられた。
これは、ポートフォリオ記入によって自己の実践
を整理し、そのうえで、ルーブリック評価表を自
己の到達度を客観的に評価するスケールとして活
用しているといえる。
ルーブリック評価表では、学生が自身の到達度
を客観視／可視化できるため、到達の位置が理解
でき、次に自分が目指すレベルがみえやすい。ま
た、次のレベルに到達するために取り組むべき学
習課題が明確になるという利点がある。したがっ
て、ポートフォリオとの連動により、それらが整
理され、次の段階に到達するための学習課題への
内発的な動機づけが生まれていると考えられる。
この点については、今後強化できるよう、ポー
トフォリオの再設計等の教育計画を工夫していく
必要がある。
2）看護実践の概念化・言語化を助けるツールと
しての効果
先述したように、本実習における今回のルーブ
リック評価表の抽象度の高さは、従来のルーブ
リック作成の原則からはやや外れているものであ
る。しかし、今回ほとんどの学生がルーブリック
評価表の内容を自己の看護実践に照らし合わせて
自己評価することができていた。これは、学生が
自己評価をしながら具体と抽象の往復をし、それ
を他者に言葉で説明していることになる。このこ
とから、ルーブリック評価表は自己の看護実践を
通して看護事象を理解し、概念化・言語化する助
けとなる一面も持ち合わせているといえる。これ
は冒頭に示したように本実習が目指すところであ
る。そのため、抽象的な表現による評価基準は本
実習においては、有効なものであると現時点では
考えている。
2016年度の教育計画では、実践が積みあがる実
習中盤に学生自身が概念化のツールとしての活用
の仕方を発見できるような教育的関わりを強化
し、実践の概念化・言語化を助けるツールとして
の位置づけを明確に記載していく。
3）成績分布への影響
ルーブリック評価が成績の分布に与える影響に
ついて着眼すると、前年の成績と比較して B評価
で 2.3％増加がみられ、その分 C評価が減じてい
る。しかし、本学科の学生数は 1学年 50人前後
であり、この変化は学生の個性による差とも考え
られるため、今後も経年的に観ていく必要がある。
一方、発展的な実習内容を導く効果については、
現時点では検証困難であるが、評価の上限が決
まってしまうことが発展的な思考を妨げる要因に
なっている可能性は否めない。こちらも経年的に
観ていく必要がある。
３．ルーブリック評価の結果から教育計画の改善
点を見いだせること
1）教員の教育的関わりの変化
今回のルーブリック評価の試用について、指導
する側からは、ポートフォリオと合わせて学生の
到達度や課題が明確化されることにより、学生と
臨床指導者・教員との間で次の到達目標が共有で
き、学習のための環境づくりや学習のステップを
踏ませやすいとの意見がきかれた。
2012年の中央育審議会答申では、「従来のよう
な知識の伝達・注入を中心とした授業から、教員
と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切碇
琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長する
場を創り、学生が主体的に問題発見し、解を見い
だしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）
への転換が必要である」と述べている 1）。本実習
では、知識や技術を指示的に教え込むのではなく、
学生の関心がどこにあるのかを見極め、学生とと
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もに新たな看護を創っていくことを教育方針とし
ている。今回のルーブリック評価導入により、学
生の学習到達度や次の目標が明確化されること
で、教員や臨床指導者は、次の到達目標のための
学習課題を一つひとつ丁寧に展開するための実習
環境を整えることができた。このようにして、学
生に確実に学習のステップを踏ませることができ
た教育成果の実感が「学習のための環境づくりや
学習ステップを踏ませやすい」として表現された
といえる。
2）教育計画へのフィードバック
ルーブリック評価は、評価の結果を教育計画に
フィードバックするまでが一連の流れとされてお
り、その点が、教育の質保障の観点から導入が推
進されている理由である。実際に、本実習におけ
るルーブリック評価の結果からも教育計画への
フィードバックが得られている。
今回の試用によって、ルーブリック評価の結果
から実習での学びが弱い点がみえてきた。翻って
それは教育計画の甘さ、つまり「穴」を示してい
ることになる。今回、学生が自己評価を付けにく
い項目が挙がったことにより、実習場面における
教員側の教材化の不足が抽出され、教育計画修正
を行うことができた。
この修正には、当初ルーブリック評価導入検討
会議において教員間で「慢性期看護として何を学
び、どのような能力を身に着けるのか」を再度確
認したことが活きていると考えられる。この議論
の過程で、実習目標が示す内容についての教員間
での共通理解が深まる副次的な効果がみられたこ
とが、ルーブリック評価表作成、実習指導案作成、
実際の実習評価を連動させながら実習を組み立て
る土台となったと考えられる。
Ⅵ．今後の課題
今回の報告を通して、ルーブリック評価表の効
果的な活用のためには、学生自身が活用方法に気
づいていけるような教育的関わりに課題が残るこ
とがわかった。
ルーブリック評価表そのものの検討だけなく、
ポートフォリオとの連動、さらには実習全体の教
育計画との関連も重要であることが示唆された。
このことを踏まえ、今後の課題として、以下の点
を挙げる。
1）学生自身がルーブリック評価表の活用に気づ
きにくいという課題が得られた。したがって、
学生自身が活用方法に気づいていけるような教
育的関わりの工夫が今後必要である。
2）学生が主体性を持って学習課題に取り組んで
いけるアクティブ・ラーニングのツールとして
強化していくことが課題である。今後は、ポー
トフォリオと効果的な連動や実践の概念化・言
語化を助けるツールとしての位置づけを教育計
画に明確に記載していきたい。
3）ルーブリック評価導入は教育計画の検討に活
用できることは明らかとなったが、ルーブリッ
ク評価の教育効果に関しては、学内講義での学
習の積み上げ等が関連していることは十分に考
えられる。今回の報告ではその点は明確にはで
きないが、今後、ルーブリック評価と学内講義
での取り組みが相乗効果を果たせるようなカリ
キュラム設計が必要である。
Ⅶ．おわりに
今回のルーブリック評価表作成・試用では、成
人の慢性疾患患者を対象とした実習特有の状況の
複雑さ、多様さゆえに、評価基準の設定は容易で
はなかった。今回作成したルーブリック評価表に
は、いまだ課題も多い。継続的な検討と修正が必
要であろう。しかし、様々な分野でルーブリック
を活用する評価法が試みられているなか、このよ
うな取り組みを重ね、成人慢性期看護学実習の特
徴をとらえた独自のルーブリック評価表の発信が
できたことは意味あることだと考えたい。
慢性疾患患者を取り巻く臨床状況は、年々高度
化かつ複雑化が進んでおり、そのような中で、患
者・家族の複合的な問題を解決していくためには、
問題の本質を見抜き、多様な背景を持つ患者・家
族との協働により解決に向けてチャレンジする意
欲と実践力とを育てることが重要であると考え
る。慢性看護の持つ「不確さ」を抱えながら、さ
らに複雑性・多様性を増すであろう未来の医療現
場において彼らが活躍するためには、様々な状況
や変化に柔軟に対応し問題解決ができる能力が求
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められる。その力を養う観点からも、臨地実習で
主体的に学ぶ姿勢や実習への参画を支持する教育
方法の検討は重要であると考える。
今後は、今回明らかになった効果と課題を踏ま
えて、臨床側と協働しながら、ルーブリック評価
を含めた実習内容の改善を重ねていきたい。
利益相反の有無：本論文について他者との利益
相反はない。
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要 旨
本稿は、2014年から開始した成人看護学実習（慢性期）におけるルーブリック評
価の 2年間の試用を踏まえて、本実習におけるルーブリック評価の教育的効果およ
び今後の課題について報告するものである。本実習におけるルーブリック評価導入
の目的は、学生の主体的な学びへの動機づけと評価の一貫性・公平性の確保であっ
た。1年目は、ルーブリック評価の作成と教員評価への試用、2年目は、学生の自己
評価への試用および教員評価への試用を行った。
今回の試用の結果、ルーブリック評価活用の教育的効果として、学生が自己の実
習目標の達成度を明確化に自覚できることが、学習課題への積極的な取り組みへと
つながっていたことが明らかになった。一方、教員側のメリットとして、ルーブリッ
ク評価の結果を分析することによって、教育計画の改善点が見いだせることが明ら
かになった。
キーワード：成人 実習 ルーブリック評価
